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Cortex-Mシリーズの概要

　この章では，Cortex-M23/M33が適しているアプリ
ケーションについて，JTAG ICEの開発やArm認定
のトレーニングに従事する立場から解説します．
　その前にCortex-Mシリーズの概要について解説し
ます．Cortex-Mシリーズは，2010年にM3から始ま
りM4/M0/M0+/M7と 発 表 さ れ，2016年 に は
Cortex-M23/M33という新しいラインナップが発表さ
れました．
▶制御から演算までこなすCortex-M3

Cortex-M3は，13年経過した現在（2023年）でも現
役で広く活躍しているCPUコアです．Cortex-M3は
バランスの良い命令セットをサポートしており，さま
ざまな用途で使用されている汎用CPUコアです．
▶低消費電力ならCortex-M0/M0+

Cortex-M0は，より低い消費電力を狙ったコアであ
り，後続のCortex-M0+にも引き継がれていきました．
Cortex-M0/M0+はM3よりも縮小されたインストラ
クション・セットであり，演算命令も少ないことから
IoT機器の通信制御など複雑な演算や分岐が少ない小
規模なアプリケーションに向いています．
▶DSP命令を備えたCortex-M4

Cortex-M4は， リ リ ー ス 当 初DSP（Digital Signal
Processing）命令の拡張実装が注目され，オーディオ
系やモータ制御など演算中心のアプリケーションに使
用されています．Cortex-M4は演算精度が求められる
アプリケーション向けに，今でも各製品の主要なライ
ンナップに搭載されています．
▶処理能力向上のCortex-M7

より高度なパイプライン構造を持ち，Cortex-M4と
比較すると処理性能を大幅に向上させたコアへと変化
を遂げたCortex-M7が登場しました．Cortex-M4では
限界だった処理もCortex-M7では，余裕をもって処
理できるようになり，ソフトウェア・エンジニアの負
荷 を 大 き く 軽 減 さ せ ま し た．Cortex-M7は，
Cortex-Mの良さを生かしたままCortex-Rに迫るパ

フォーマンスが必要なモータ制御や通信といった分野
で採用されています．

● Arm Cortex-M23/M33の登場
Cortex-M23/M33は，IoT，AI，サーバ・セキュリ

ティ，自動運転といったキーワードが取り沙汰される
中，IoT時代に向けた新プロセッサIPとして2016年
に発表されました．Cortex-M23/M33のアーキテク
チャは，2015年に発表されたArmv8-Mアーキテク
チャです．

Armv8-Mアーキテクチャの大きな特徴は，セキュ
リティ拡張機能（TrustZone）の搭載です．Cortex-M
シリーズは，組み込みシステム向けマイコンに利用し
ていますが，Cortex-M23/M33以前のCPUコアには，
セキュリティ機能は提供されていませんでした．従来
の組み込み機器は，単体で動作させることが多く，イ
ンターネットに接続することが少ないので，セキュリ
ティを意識する必要がなかったのです．

組み込み機器自体の製品に付加価値として，これま
でにないサービスを提供するIoTの技術を推進するた
めに，セキュリティ機能の強化が必要であると考え，
TrustZoneテクノロジを実装したArmv8-Mがリリー
スされました．

Cortex-M23/M33に適している 
アプリケーション

　Cortex-M23/M33がIoT機器のアプリケーションを
ターゲットとしていることは明らかです．2016年，
米 国 サ ン タ ク ラ ラ で 開 催 さ れ た「ARM Techcon
2016」では，当時Armを買収したソフトバンク・グ
ループの孫 正義氏がIoTやAIでのセキュリティの重
要性について講演を行っていました．7年が経過した
現在（2023年），IoT機器が浸透して，さらに，さまざ
まなアプリケーションが想定されます．
▶バイオメトリック認証（生体認証）

日本では2000年代に銀行のATMに指静脈認証シ
ステムが導入されたことでバイオメトリック認証は広
く知られるようになりました．現在ではスマートフォ
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